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深 見 純 生 訳
解 題
２. メインスマ版
 ウィンテル (Carel Frederik Winter 17991859)。メインスマ版の原稿
をオランダに提供したのは「デルフトのアカデミーにとってジャワ語の栄
養源」[ENI 4 : 786] と称されたウィンテルであった。ここで主に『オラ
ンダ領東インド百科事典』の項目「ウィンテル」[ENI 4 : 7867] に依拠
して簡単に紹介しておきたい。
ウィンテルはジャワ語翻訳官 (translateur in de Javaansche taal) の子と
して中部ジャワ南部の王都ジョクジャカルタに生まれ，1806年父 ( Johan-









さしもの大動乱も治まった後，総督ファン・デン・ボス ( Johannes van
den Bosch, 17801844 ; 総督在任1830－34) の下で1832年，スラカルタに

















1 : 165166 ; 2 : 68]。メインスマ版もレイデン大学図書館所蔵の原本によっ
て刊行された [Ras 1987a : V]。
1844年には政府の正式決定によりウィルケンス ( Johannes Albertus





子 2人 (F. W. Winter ; C. F. Winter Jr.) そして孫 1人 (F. L. Winter) もジャ
ワ語専門家の道に進んでいる。
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ガマ Senapati Jimbun Ngabd’ur-Rahman Panembahan Palembang Saidin
Panatagama と称した。キ・ワナパラ ki Wana-Pala がパティ〔宰相] に昇

































ペン sunan Lepen〔スナン・カリジャガのこと] の足元に落ちた。スナン・
レペンは驚いて，40日間墓穴に入り， 2条の信仰告白を唱えながらその山
羊皮を縫った。革から上着ができ，アンタクスマ Anta-Kusuma 別名キヤ




























































グン・セラ ki ageng Sela といった。つづく 6 人はすべて女で，ニャイ・
アグン・パキス nyai ageng Pakis，プルナ Purna のニャイ・アグン，カレ
Kare のニャイ・アグン，ワンル Wanglu のニャイ・アグン，ボコン
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られた。 2人の子ができて，キ・クボ・カニガラ ki Kebo-Kanigara，キ・








pangeran に師事した。キ・アグン・ティンキル ki ageng Tingkir，キ・ア
































































































































































た。長子は娘でラトゥ・マス ratu Mas といい，すでにチャルボンのパン
ゲランと結婚していた。第２子はパンゲラン・サブランレル pangeran
Sabrang-Ler といい，父を継いで王になった。そしてパンゲラン・セダレ
ペン pangeran Seda-Lepen，ラデン・トルンガナ raden Trenggana，ラデン・



























































































ところで，ラウ Lawu 山の麓にチャルピトゥ Cal-Pitu という村があり，









































た。 4人のうち 2人が棹を差し， 2人が櫂を漕いだ。





























































































さて，王様には 6 人の子がおられた。長子は姫で，サンパン Sampang
のキ・アグン，パンゲラン・ランガル pangeran Langgar の息子に嫁いだ。
次子は王子でパンゲラン・プラワタといった。3番目は姫で，パンゲラン・























1) この名前は第18章で 3回，第20章で 1回，合計 4回述べられ，最初の２回
はジャヤニングラット Jaya-ning-Rat であり，他の 2 回はダヤニングラット
Daya-ning-Rat である (原綴りは Djaja-ning-Rat と Daya-ning-Rat)。バライプ
スタカ版 (ジャワ文字) が Andayaningrat なので，これを参考にダヤニング
ラットとした。テーウ作成の索引もダヤニングラットで立項し，ジャヤニン
グラットは誤りとしている〔Ras 1987b : 387]。
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